
ー ショ ・イ ン 月4
三番瀬から見られる や などの 。

3月は 、 ふたご 、 しし を観 します。
事 100 人

学 （中学 は ）
20名 場 ッ

6
18:30-20:20 と の

体

ふなばし三番瀬海浜公園 の干 にくらしているカニ
や貝などを観察しよう
事 の
どなたでも （ 学校4 は ）
50名 場三番瀬干

6 7( )
10:00-12:00 の き のを う

三番瀬

ー ッ ー 「 鳥くん」 が イ をつとめ
る野鳥観察 です。
事 300 人 学
どなたでも （中学 は ）
30名 場三番瀬干

13
13:00-16:00 鳥くんと野鳥を う

三番瀬

潮干狩り 集 とって食べるだけじゃもったいない
からだのしくみを調べて貝に しくなっちゃおう。
事 300 /
どなたでも （ 学校4 は ）

オジスンッ場名42

20
13:00-15:00

き ののしく を う

あさりの こごり、 あさり ッ 、 あさりの とあ
さりづくしで 料理の をめざそう。
事 800 /
どなたでも （ 学校4 は ）
8 24名 場 ッ ンス ジオ

21
11:00-13:00 さ くし

ばしを つく う

カニをイメージした ーセージ イを って食べよう
干 に けば、 三番瀬のカニに えるかも・ ・ ・ ？
（ 回 始 30 から 理 ）

当 300 /
どなたでも （ 学校4 は ）
回 着 16セット 場 ッ ンス ジオ

30(
10:00-11:00
13:00-14:00
51 :00-16:00

三番瀬 イをつく う

や のつきかたを見 べながら、 三番瀬の浜に
く たちの「立 」 を ろう。 った は浜に
かけて、 どんなところに えているのか観察します。

当 300
どなたでも （ 学校4 は ）
回 着20セット 場 ント ンス

27( ) 28( )
29(月 )

ー ー フ で三番瀬 図

00:71間１の切
お し み Web し み ー 　　　　　　

Te 047-435-7711

るべ学ていつに境環、らがなりをンーのつの」学「」るえ「」る「、は館習学境環瀬番三しばなふ

しい イ の です。 干 や野鳥の イ ー、地元食 を った料理 、 の ー ッ など、

子どもから大人まで しめるイ ントが盛りだくさん 家 や とぜひ びに来てください

　 館時間 9 00 17 00　　 館 月 （ ・ と重なった場 は の ）
海橋船「　スス京らか町二線京RJ、橋船京線本京・橋船線RJス・スセ　
）005通料（へ方」ふ中橋船「を二号753道国/」園公浜

　 公 H https://www.sambanze.jp
　 お問い わせ 273-001 船橋市潮見町 40　TEL 047-435-7711　FA 047-435-7712　E-mail pr@sambanze.jp

多 の場 は （ は当 に関わらず ）。
め切り を ぎても きがある場 は します。
ンセ の場 は必ず にご ください。 での ン

セ が続きますと 回からのご をお りさせていただく場
もございます。

2019年 イ ン ー

10:00-11:45
13:00-14:45

は変 ・中 になる場 があります。 当館公 ー ージのイ ントカレン ー
をご ください。

/18( ) /9
潮干狩り だけでなく、 にも に立つ、
潮干狩りの が盛りだくさん

の

400 / ・ 学 200 / 学 ・ 学 100
     ( ・ 学 ・ 学 学 者 者 1  ）

28( ) 10:00-15:00
船橋の を う名 や 鮮な
船橋野菜・海 が大集
場海浜公園 広場周辺

 な 三番瀬 /7( )まで

図
る



月4

塩
しお

がたくさん
とれたんだね！

ふなばし三番瀬環境学習館、

ふなばし三番瀬海浜公園から、

毎月情報やメッセージをたくさん

。」信通んかばさ「  るいてし載掲

ぜひご活用ください。

今
こん

月
げつ

のテーマ

野
や

鳥
ちょう

インフォメーション

三
さん

番
ばん

瀬
ぜ

の歴
れき

史
し

が今
いま

に伝
つた

えてくれること
　学

がく

習
しゅう

館
かん

でよく聞
き

かれる質
しつ

問
もん

の中
なか

に「どうして『三
さん

番
ばん

瀬
ぜ

』 って言
い

うんですか？」 というのがあります。 地
ち

名
めい

を調
しら

べていくと、 必
かなら

ずその由
ゆ

来
らい

やそれにまつわる昔
むかし

話
ばなし

があります。 そこで今
こん

回
かい

は少
すこ

し三
さん

番
ばん

瀬
ぜ

の歴
れき

史
し

につい
てお話

はな

ししましょう。

　江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

初
しょ

期
き

、 船
ふな

橋
ばし

の漁
りょう

師
し

たちは海
うみ

に広
ひろ

がる浅
あさ

瀬
せ

のことを漁
りょう

師
し

町
まち

に近
ちか

い方
ほう

から順
じゅん

に高
たか

瀬
ぜ

（一
いち

番
ばん

瀬
ぜ

）、
二
に

番
ばん

瀬
ぜ

、 三
さん

番
ばん

瀬
ぜ

と呼
よ

んでいたそうです。

　その頃
ころ

の船
ふな

橋
ばし

周
しゅう

辺
へん

の海
うみ

は今
いま

より何
なん

倍
ばい

も広
ひろ

く、 また海
かい

岸
がん

の
多
おお

くは塩
えん

田
でん

として活
かつ

用
よう

されていました。
　沖

おき

の三
さん

番
ばん

瀬
ぜ

周
しゅう

辺
へん

では盛
さか

んに漁
ぎょ

業
ぎょう

がおこなわれ、 幕
ばく

府
ふ

に魚
さかな

を納
おさ

める「御
お

菜
さいの

浦
うら

」 として、誇
ほこ

り高
たか

い漁
りょう

師
し

がたくさんいました。
　しかし、 江

え

戸
ど

時
じ

代
だい

中
ちゅう

期
き

、 東
とう

京
きょう

湾
わん

で大
だい

地
じ

震
しん

が起
お

き、 その
影
えい

響
きょう

で魚
さかな

がまったくとれなくなりました。 すると今
いま

まで三
さん

番
ばん

瀬
ぜ

に
はこなかった近

きん

隣
りん

の漁
りょう

師
し

たちも貝
かい

類
るい

を求
もと

めてここに集
あつ

まるよう
になります。 この頃

ころ

から三
さん

番
ばん

瀬
ぜ

をめぐっての漁
りょう

場
ば

争
あらそ

いが始
はじ

まります。 この争
あらそ

いは明
めい

治
じ

になっても続
つづ

きますが、
それだけ三

さん

番
ばん

瀬
ぜ

の海
うみ

が近
きん

隣
りん

の漁
りょう

師
し

にとって貴
き

重
ちょう

な漁
りょう

場
ば

だったということです。

三
さん

番
ばん

瀬
ぜ

では、 春
はる

と秋
あき

の渡
わた

りの時
じ

期
き

に観
かん

察
さつ

でき

ます。 春
はる

の渡
わた

りでは、 胸
むね

のオレンジ色
いろ

が鮮
あざ

や

かな夏
なつ

羽
ばね

が一
ひと

際
きわ

目
め

立
だ

ちます。 泥
どろ

の中
なか

のゴカイ

やカニを捕
つか

まえて食
た

べます。（大
おお

谷
や

）

記事を書いた人
学校・団体連携担当
藤澤
自称 貝殻職人・あさり料理研

究家・郷土史研究家・船橋漁

業史研究家。 様々な顔を持つ

が、 校外学習に来た子供たちか

らは「ボス」の愛称で呼ばれて

います。 子供大好き、 自然大好

き、 歴史大好きのおじさんです。
目
め

の周
まわ

りが黒
くろ

いのも特
とく

徴
ちょう
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明治１３年　船橋浦の地図

　さて、 昭
しょう

和
わ

に入
はい

ると埋
う

め立
た

てが本
ほん

格
かく

的
てき

に始
はじ

まり、 三
さん

番
ばん

瀬
ぜ

周
しゅう

辺
へん

の地
ち

形
けい

はどん
どん変

か

わっていきます。 今
いま

の国
こく

道
どう

１４号
ごう

線
せん

あたりが昔
むかし

の海
かい

岸
がん

線
せん

だったので、 そこ
から南

みなみ

側
がわ

には埋
う

め立
た

て地
ち

が広
ひろ

がっていきます。 海
かい

岸
がん

線
せん

が遠
とお

くなったため、 かつ
ては大

だい

神
じん

宮
ぐう

の灯
とう

明
みょう

台
だい

から見
み

えていた船
ふな

着
つ

き場
ば

も、 山
やま

野
の

浅
せん

間
げん

神
じん

社
じゃ

から見
み

えて
いた海

うみ

も今
いま

では見
み

ることができませんが、 １４号
ごう

線
せん

の周
しゅう

辺
へん

には多
おお

くの海
うみ

にまつ
わる神

じん

社
じゃ

や寺
てら

があり、 豊
ほう

漁
りょう

の神
かみ

や、 津
つ

波
なみ

から人
ひと

々
びと

を守
まも

る神
かみ

が祭
まつ

られています。
また、 そこには海

うみ

に関
かん

する昔
むかし

話
ばなし

もたくさん残
のこ

されており、 当
とう

時
じ

の人
ひと

々
びと

がこの海
うみ

を尊
とうと

び、 恐
おそ

れ、 そして大
たい

切
せつ

にしてきたことがわかります。
　三

さん

番
ばん

瀬
ぜ

は今
いま

でも、 漁
りょう

場
ば

だけでなく市
し

民
みん

の憩
いこ

いの場
ば

として、 野
や

鳥
ちょう

の観
かん

察
さつ

や、

潮
しお

干
ひ

狩
が

りで人
にん

気
き

のスポットになっています。 それはこの場
ば

所
しょ

が古
ふる

くから地
じ

元
もと

の多
おお

くの人
ひと

たちに守
まも

られ、 愛
あい

さ
れてきたからなのでしょう。 三

さん

番
ばん

瀬
ぜ

の魅
み

力
りょく

は昔
むかし

から変
か

わらず、 歴
れき

史
し

がそれを今
いま

に伝
つた

えています。 （藤
ふじ

澤
さわ

）

メダイチドリ

塩
えん

田
でん




